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ある愛のかたちに見る現代の不安 のない、深い心のなか
の{毎日は、どんどんあ
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なたをその中にひきこ

きょうももの憂い夜がまた訪れる。 み、閉じこめてしまう。

空は灰色に重くたれこめ、寒気が白い吐息を凍らせ 表面は平穏にみえる

る。指先から心臓にむかつて、肉体がだんだん冷えて ジルと夫フイリップの

いくのが分るような、たまらない時間である。 家庭生活は、そうした

ジルは身仕度をととのえて、もう半分ねむっている 日常的な、些細な人間

下の子供パト'リックをつれると、ふらふらとセーヌ河 性の崩壊からはじまっ

岸に降りて行った。折から老夫婦が運搬する貨物船が て、今でははっきり、

出発するところだ。 r乗せてくださらない、あなた方 フイリップはいらいら

が行くところまで・・・・・・」ジルと子供の姿にすこしおど と神経質になり、ジル

ろいた老船頭は、それでもだまって席をつくってくれ はごく軽い記憶喪失気味のノイローゼ状態においこま

た。もしかしたら、セーヌ河には、時折、ジルのよう れている。愛してくれていることは分っていても、す

な女が乗船を希望することがあるのかも知れない。 べてを許し切っていない夫の心理のうらを、もちろん

恐らく映画の冒頭シーンで、ジルを演じるフェイ・ ジルは読むことができない。そのひとはそのひとなり

ダナウェイが、船に乗ってセーヌをゆくシーンには、 の、苦しみの時期があったに違いない。そしてその苦

こんな女の心理が先行していたにちがいない。 しみの根源と、まだ完全に手を切ってはいないのだ。

一秘苧々は、白々とした風景のなかを進む。それはそ それが、妻のジルにも話せない、心のひだの部分とし

すL 苛みね美しいが、何とも形容できないほ ζ静かで、 てフイリップの中に内在している。ジルは、置いてき

荒波吃.していて、不気味な予感につつまれたゼーヌのご〆H ぼりにされた自分の不安を、自分のなかに必死に封じ

lダ効民間総表情を、早せクけ'らdれるG そして、その m こめておこうとして、ただできえ繊細な神経をいじめ

ゆ込品千九;同型炉問風きだUMphぴえ切っj つくした。愛しているひとの、求めてくる愛さえ、う

E蝉懇隣\i一蹴私恥;ごふる見出口広;if ょ42?と22ぃ
JP 身近百三に、十ぐ手あと~~"<~ょころに居ながら、そのひ亡 いじらしし、愛情復活の努力を、その灰色の二年間があ

との心を完全ドつ、ぷむととができないとき、一体 あ る朝、忽然とバラ色の人生に豹変する過程を、サスペ'- -"~官、 r 、\

なたはどうすればじ川、の功、そのひとの目を見つめ、 \ンスのなかにえがいていく。ルネ・クレマンの演出は、

そのひとと語りあう?-き、そのひとのあなたへの気持 産業スパイといった硬派な背景のなかで、あなたも経
を掴んだかに感じられるのに、ふとしたそのひとの表 験するかも知れない“現代 の不気味きをみごとにと

情や、小さな行為のかげに、あなたとそのひとの心の らえている。ラストがあんなに美しく結ばれるのなら、

聞には、何か透明な壁がたちふさがっているような気 フェイ・夕、ナウェイのような、うつくしい苦しみを、

がする。 味わってみたいなと思うほどに一一一。

その疑惑が、あなたをいつの聞にか、口数のすくな

い、笑うことのない女にっくりかえていく。救いよう
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霧深いセーヌのほとりに住むあるアメリカ人夫妻に

そっとしのびよる黒い影・…一作家である夫は何ものか

に追われる不安におののき、妻は孤独の意識にきまよ

いつつ、自分を厚いカラの中にとじこめてしまうのだ

った。そんな折 突然、夫妻の子どもが誘拐された。

名匠ルネ・クレマンが前作「雨の訪問者」につづい

てっくりあげた華麗なサスペンスの最新作。・パリのア

メリカ八夫妻の家庭に焦点をあてながら、夫妻の愛情

をきめ細く描き、子どもの誘拐事件という、日常のな

かにかくされた恐るべきワナにおびえる、現代人の不

安を鮮やかに浮彫りにしている。

タモ うぞ うそ

パリの秋は華やいだあたりの風景を一変きせ、もの

憂いセーヌの表情がいっそう道行く人びとの心を寒々

ときせる。

ジルは四オになるパトリックを連れてセーヌを行き

かう砂利の貨物船に乗っていた。なぜこんなところに

いるのだろう…・・・ジルは夕闇せまる船着場にあわてて

とびおりた。電話を通しての夫フィリップの声はかな

り激しい調子だった。

フィリップとジルにはパトリックの他に 8 オになる

キャシーがいる。母のぐあいがこのところ思わしくな

いせいか、何かと家のことによく気を配る。

フィリップは著述業として科学関係の本を書き、電

子工学の方程式にとり組んでいる。二人はアメリカか

らパリに移ってきてもう二年になる。アメリカの大学

を優秀な成績で卒業し、電子工学界で将来を約束され

た存在だったが、突然会社を辞め、すべての好条件を

すてて、逃れるようにフランスにやってきたのだった。

ジルとフィリップの問はもう長いことうまくいって

いなかったo 若い夫妻によくある倦怠期とも違う。互

いに求め合いながら何か目に見えない壁ができている

感じなのだ。

ジルは記憶喪失ぎみだった。階下に住む同じアメリ

カ人のシンシアに指摘されてからというもの、気にす

ればするほど状態は悪化するばかりだ。ジルはシンシ

アの親切を感謝し、彼女に頼りがちとなっていた。

そんなある日、子どもたちを乗せたジルの車が事故を

起した。幸い、大したことはなかったルが、ジルのもと

に届けられた花束の送り主を知ってフィリップ。は顔色

をかえた。

ブイリップはいつの績か伝か、ある組織の中で産業

スパイの役割をつとめていたQ 自分自身の首をじめる

ような息苦しさを逃れたと思ったのだったが、組織は

フィリップを見逃してはいなかったのだ

事件はクリスマスに近いある日のタ万起きた。日物

をすませたジルは一二人の子どもをセーヌ河作で凡夫な

ってしまったのである。腎察は初めジルを疑った 取

調べが進むにつれて 彼女が雇っていたノ\ンセンと L

うベビー・シッターが別人であることも判明した フ

ィリップはこんどの事件が、組織のしわざであること

を知っていた。記憶をとり戻そうとして苦しむジルの

姿を見るのがつらい・

米米

アメリカの新鋭作家アーサー・カパノーの小IBl r 子

どもたちがし、なくなった」を、クレマン自身が「リオ

の男J r黒衣の花嫁」などのダニエル・ブーランジエ

と共同で脚色。シナリオはシドニー・ブックマンとア

メリカの著名な女流シナリオ・ライタ一、エリナー・

ペリー( r泳ぐひと J) 。

ヒロインは「イ奄たちに明日はなしり「小さな巨人」の

人気女優フェイ・ダナウェイ。その夫をこれもアメリ

カの新人、 「わが愛は消え去りて」のフランク・ラン

ジェラ。また、モーリス・ロネが特別出演している

音楽はシャンソン歌手として世界的に布名なジルベ

ール・べコーが本格的に担当。ブルー・トーンのカラ

ーによるノマリ・ロケはアンドレア・ウィンデイング

すばらしいドラマ効果を高めている。なお、この映lfllJ

は、 71年カンヌ映画祭で絶讃をあびたn

く上映時間 /1 時間38分〉
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